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本計画期間中における重要政策課題 

 

第１章 リーディング施策（まちづくり戦略）の推進 

第１節 将来像達成と人口対策を進めるためのリーディング施策 

本町の将来人口推計によれば、平成 27年（2015 年）の国勢調査に基づきコーホート変化率法で推計

した将来人口では、令和６年（2024 年）の人口は 5,162 人となり、平成 27 年（2015 年）の国勢調査人

口 6,472 人に比較し、約 1,300 人減少することが予測されています。また、人口区分の年齢別構成で

は、少子高齢化がますます進行する一方で、地域の担い手である生産年齢人口割合は減少していくこ

とが予測されます。 

今後、地域社会を持続させていくためには、生産年齢人口を維持・確保していくことが求められるこ

とから、町内の経済活力と雇用環境を改善するとともに、暮らしやすさの向上、仕事や家庭と両立でき

る無理のない地域コミュニティづくりなど、人口維持に関する取組みを重点的に進める「リーディン

グ施策（まちづくり戦略）」として位置づけ、将来像である『豊かさあふれ  つながりひろがる  安

芸太田～ほどほど便利 とびきり幸せ 笑顔かがやく里山のまち～』を実現するための選択と集中を

図ることとします。 

第２節 リーディング施策の設定 

後期基本計画では前期に引き続き、「定住促進と人材確保・育成によるまちづくり基盤の強化」「都市

部等との’商い’の活性化と町内産業間連携の推進」「各世代にとっての暮らしやすさの向上」「コ

ミュニテ ィの活力向上」の 4 つのテーマを推進します。

さらに後期基本計画では協働プロセス重視型の仕組みを重視し、課題の探索から実行・評価に至る

までを行政と住民等の多様な主体が、対話等の協働プロセスを経ることによって、地域の課題対応能

力を高めていけるつながりあるまちをめざします。 

 
 

１ 人づくり・子育ての支援 
２ 総合的な定住環境の整備 
３ 地域資源を活かした産業の振興 
４ 健康・医療・福祉の充実 
５ 自治機能の維持・活用による活性化 

✎

✎

✎

✎

✎

人口の維持・人材獲得

１ 定住促進と人材確保・育成によるまちづくり基盤の強化 
２ 都市部等との‘商い’の活性化と町内産業間連携の推進 
３ 各世代にとっての暮らしやすさの向上 
４ コミュニティの活力向上 

解決に向けて優先すべき本町のまちづくり戦略 
<リーディング施策>

まちづくり戦
略がもたら
す成果 

ヒト・モノ・カネの町内循環拡大・雇用機会の増大
子育て・次世代育成環境の向上
安心して暮らし続けられる住環境の確保
コミュニティ活力の維持・増大

人口構造の改善
（社会減の抑制） 

成長力を活かした
持続する地域活
力づくり 
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✎
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第３節 リーディング施策の相乗効果の達成 

リーディング施策の４テーマは、個々の取組みで成果を達成するとともに、施策間連携と分担によ

り、相乗効果を生み出すことが必要です。 
このため、各施策の狙いと戦略性を住民、地域、関係機関及び行政が共有し、推進体制を明確化する

ことで、協働プロセス重視型の仕組みを整え推進していきます。 

■リーディング施策の概念図

豊かさあふれ　つながりひろがる　安芸太田

第１章 リーディング施策　　　　　　　第1節将来像達成と人口対策を進めるためのリーディング施策
第2節 計リーディング施策の設定・第3節  リーディング施策の相乗効果の達成
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定住・人口対策…1．安芸太田に住みたくなる人を増やします 

子育て・教育・次世代育成…3．乳幼児期のあたたかい子育て環境を整えます 

子育て・教育・次世代育成…4．夢と地域愛を育む学校教育を推進します 

子育て・教育・次世代育成…5．生涯にわたり誰もがいきいきと暮らせるまちをめざします 

生活利便性・環境…20．自然環境の保全に取組みます 

産業・観光・しごと…30．交流人口の拡大による経済波及効果の増加を図ります 

産業・観光・しごと…31．観光地域づくり法人（DMO）の取組を推進します 

コミュニティ…33．町の魅力を発信し町外との連携を深めます 
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ＤＭＯ組織が支援を行った
ツアー商品等への参加者数
【再掲】

R1 3,000 人 R6 5,000 人 
ＤＭＯ組織支援
ツアー参加者数
調査（町調）

町
の
魅
力
を
内
と
外
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築

ふるさと納税寄附金額 H30 61,671 千円 R6 250,000 千円 
ふるさと納税寄
附金額調査（町
調） 

ファンクラブ会員数 R1 249 人 R6 1,250 人 
ファンクラブ会
員数調査
（町調）

人口の社会増減 △14 人 R6 24 人 広島県人口移動
統計甲調査査 

定住支援施策等を活用した
移住者数 

13 人 R6 30 人 
定住実績調査（町
調） 

定住促進と人材確保・育成によるまちづくり基盤の強化

町の資源を活用し
関係人口につながる
ファンを増やします

【主な関係機関】

■地域商社あきおおた

■児童育成課

■商工観光課

■健康づくり課

■地域づくり課

■企画課

■産業振興課
■生涯学習課

町の特性を活かした
魅力の統合

■エコツーリズム推進法

に基づいた全体構想

の認定

■地域資源を学術的な

視点で探求

■企業研修等の誘致を

目指す

■幼児期のふるさと教育

を実践し豊かな感性

をはぐくむ

■加計高校とインバウン

ドの連携

■ＳＮＳによる情報発信

■ファン獲得に向けたイ

ベント企画

■町外への関係案内所

設置による関係人口

募集

町の魅力おを内と外に
つなげる仕組みの構築

■地域の価値や魅力の

分析によるブランィ

ング化の促進

■戦略的なタウンプロ

モーションの実践

■ふるさと納税の返礼

品（モノ・サービス）の

戦略的企画

■関係人口創出に係る

ターゲット地域の分

析

■外国人との交流を促

進し継続的な繋がり

を創出する取組み

■都市住民等の町への

関心を高めるための

取組み

主な取組み例 主な取組み例

情報発信

情報収集

情報発信

情報収集

都
市
住
民

国
外
住
民

地
域
住
民

地
域
企
業

定住促進と人材確保・育成の概念図 

R1

R1 
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◆成果指標 

行動
方針 指標 

現状値 目標値 
出典 基準

年度 数値 単位 年度 数値 単位 

地
域
商
社
あ
き
お
お
た

と
道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
を
中
心
に
し

た
地
域
経
済
循
環
の
活
性
化 

祇園坊柿販売額 H30 19,333 千円 R6 35,000 千円 祇園坊柿販売額調（町調） 

太田川産直市と来夢とご

うち売上高 
H30 60,000 千円 R6 100,000  千円 道の駅売上調（町調） 

認定農業者数 H30 8 経営体 R6 10 経営体 認定農業者数調（町調） 

認定農業者売上高 R1 145 百万円 R6 185 百万円 認定農業者売上高調（町調） 

森林整備面積 H30 111 ㏊ R6 150 ㏊ 森林整備面積調（町調） 

木材生産量 H30 23,409 ㎥ R6 25,000 ㎥ 木材生産量調（町調） 

アユ・アマゴ販売額 H30 14,000 千円 R6 14,000 千円 漁協販売額調（町調） 

年間起業件数 R1 6 件 R6 5 件 
がんばるビジネス応援補助金実績

（町調） 

商工会員数 H30 305 社 R6 305 社 商工会員数調（町調） 

サテライトオフィス誘致

件数 
R1 0 件 R6 2 件 

サテライトオフィス誘致件数調（町

調） 

職業紹介マッチング件数 H30 27 件 R6 30 件 職業紹介マッチング数調（町調） 

入込観光客数 H30 577 千人 R6 600 千人 観光入込客数調（町調） 

ＤＭＯ組織が支援を行っ

た新商品の売上高 
R1 35,000  千円 R6 50,000 千円 ＤＭＯ売上高調（町調） 

ＤＭＯ組織が支援を行っ

たツアー商品等への参加

者数 

R1 3,000  人 R6 5,000  人 
ＤＭＯ組織支援ツアー参加者数調

（町調） 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

体
制
の
構
築 

外国人観光客数 H30 10,000 人 R6 30,000 人 外国人観光客数調（町調） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

都市部等の’商い’の活性化と町内産業間連携の推進

地域資源を活用した
「儲ける地域」の
創生をめざします

【主な関係機関】

地域商社と道の駅を中
心にした地域経済循環

の活性化

■生産者の所得を上げ

る産業構造の構築

■特産品開発の推進

■地域商社の特性（民

間）を活かした、事業

展開（産業、観光振

興以外にも活用を検

討）

■道の駅再整備に向け

て町内産業間連携を

促進

インバウンド推進体制
の構築

■インバウンド誘致の

対象とする国への戦

略的なプロモーショ

ンを実施

■インバウンド向け観光

コンテンツを創生（森

林セラピー、農泊、

神楽、伝統工芸）

■宿泊施設や体験活動

事業者の受入れ体

制を整備

主な取組み例 主な取組み例

情報発信

情報収集

情報発信

情報収集

国
内

国
外

地
域
住
民

地
域
企
業

■地域商社あきおおた

■町内事業者

■商工観光課

■産業振興課

■企画課

商いの活性化と産業間連携の概念図 
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◆成果指標 

行動

方針 
指標 

現状値 目標値 

出典 基準

年度 
数値 単位 年度 数値 単位 

ご
ち

ま
ぜ

に
よ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現 

保育所・こども園待機

児童数 
R1 0 人 R6 0 人 町待機児童数調査 

この地域で子育てを

したいと思う親の割

合 

H30 92.8 ％ R6 95 ％ 乳幼児健診アンケート 

新規講座開設数（累

計） 
R1 0 講座 R6 5 講座 生涯学習年間活動実績報告 

図書館貸出冊数 H30 41,538 冊 R6 50,000 冊 生涯学習年間活動実績報告 

とごうち・加計拠点利

用者数 
H30 5,516 人 R6 28,000 人 拠点利用者数調査（町調） 

地域包括ケアシステ

ムシンポジウムの参

加人数 

R1 115 人 R6 140 人 
地域包括ケアシンポジウム参加

者数調査（町調） 

体育協会会員数 H30 512 人 R6 500 人 活動実績調（町調） 

8020 表彰者数 R1 26 人 R6 26 人 活動実績調（町調） 

就労系サービスの利

用件数 
R1 28 件 R6 40 件 

障害福祉サービス費等請求額通

知書（町調） 

福祉施設から一般就

労へ移行した人数 
R1 1 人 R6 4 人 一般就労者への移行調査（町調） 

要介護認定率 R1 24.7 ％ R6 29.4 ％ 第７期介護保険事業調査（町調） 

配食サービス事業高

齢者利用率 
R1 3.6 ％ R6 10 ％ 配食サービス利用率調査（町調） 

シルバー人材センタ

ーでの就業延べ人数 
R1 4,520 人 R6 5,500 人 

シルバー人材センター就業者調

査（町調） 

あんしんサポーター

設置自会数 
R1 4 

自治

会 
R6 44 

自治

会 
社会福祉協議会 

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る 

定住支援施策等を活

用した移住者数 
R1  13 人 R6 30 人 定住実績調査（町調） 

人口の社会増減 R1  △14 人 R6 24 人 広島県人口移動統計甲調査 
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第５節 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）へのチャレンジ 

2015 年 9月、「国連持続可能な発展サミット」が開催され、2030 年に向けた国際社会全体計画で

ある「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ（計画）」が採択されました。同アジェンダでは、

宣言に加え、169 の関連ターゲットを伴う 17 の目標が掲げられました。 

この目標が「持続可能な開発目標（ Sustainable Development Goals）」です。 

本町でも SDGs の「誰一人取り残さない」の基本理念に則り、住民、事業者、行政職員など、地域

内外の様々なステークホルダー（利害関係者）が、自分の立場・領域を超えて、ともに幸せな地域の

未来を描き、その実現に向けて、みんなで協働して取組むチャレンジをしていきます。 

このリーディング施策では様々な主体が連携することで、経済・社会・環境の３側面による統合的

取組みを推進し、持続可能なまちづくりと地域の活性化を通じた地方創生を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 ＳＤＧｓの１７の目標 
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第７節 人材育成 

協働プロセス重視型※1 の仕組みを整え、地域と行政、団体等の様々な主体が協働することで、地域

課題の解決と地域の将来を支える人材を育成します。 また、安芸太田町に『誇り』を持って住み続け

ることができるよう、地域の魅力を創造・再認識できる人材を育成します。

①定住促進と人材確保・育成によるまちづくり基盤の強化

・「ふるさと教育」をさらに推進し豊かな感性を育みます。

・「力をつける」「地元を知る」「地域と協働する」ことで地域の将来を支える人材を育成します。 

・自然環境へ興味関心を持つ人材を育成します。

②都市部等の’商い’の活性化と町内産業間連携の推進

・町内の各種生産者、加工事業者、販売事業者を育成します。

・インバウンド対応可能な事業者を育成します。

・各種体験プログラムのインストラクターの連携・育成を図ります。

③各世代にとっての暮らしやすさの向上

・ボランティア人材を育成します。

・居場所と役割を持って地域でいきいきと活躍する人が育ちます。

④コミュニティの活力向上

・災害に備える力を強化します。

・地域に「誇り」を持って、まちづくりに関わる人材を育成します。

※1 協働プロセス重視型：課題の探索から実行・評価に至るまでを行政と住民等との多様な主体が互いをパートナーとして認めることで、対

話等の協働プロセスによって事業終了後もつながりを継続させ、交流や相互支援が続くことで地域の課題対応能力を高めていくこと。
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